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https://www.infowars.com/posts/horrifying-bombshell-connecticut-warns-moderna-vax-

contains-deadly-poison/ 

 

これは数百の政府勧告書の一つにすぎない。そして大学をバックにする多くの研究がはっ

きり証明していることは、西洋の医療システムが、これら官製の注射を、周到に意図して

つくり出したということであり、それは、グローバリストの地球人口削減の、究極の最終

ゲームの一部として、人を傷つけ殺すということである。 

 

COVID-19ワクチンの含有物を示す、あるファクトシートが、モデルナの注射が SM-102

を含んでいることを示している。 

https://portal.ct.gov/-/media/DDS/COVID-

19_2021/DPH_covidvaccine_ingredients_and_work_2_3_21.pdf 

 

2021 年 4 月に発表された、SM-201に関する、Cayman Chemicals安全性データ・シート

によれば、この物質は「研究目的にのみ使用可、人間や獣医用（veterinary）使用は不可」

とある。 

 

この安全性データ・シートは、また、癌、不妊症、腎臓、肝臓および中央神経系を、可能

な健康への危険としてあげている。 

 

このワクチンの含有物は、「皮膚接触において致命的」で、「水生動物には毒性があり、長

い期間、効果が継続する」と言われている。 

 

アメリカ化学協会の Runiana Tenchovによる 2 月の論文は、SM-102脂質について更なる

洞察を提供している：—— 

 

SM-102 は、heptadecan-9-yl ((2-hydroxyethy)(6-oxo- 

6(undercylox)hexyl)amino)octanoate から成っている。 
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この論文で、この情報科学者は、「脂質ナノ微粒子は、望まない副作用をもっている。それ

らはアレルギー反応を起こす可能性があり、特に強いアレルギーを持つ人々にそれが起こ

る」と言っている。 

https://www.cdc.gov/mmwr/volumes/70/wr/mm7002e1.htm 

 

次の諸論文を、直ちに読んで、知っていただきたい：—— 

 

  （訳者からも、専門家や知識のある方々には必読をお願いします。） 

 

見逃さないように： 

 

アレックス・ジョーンズは、NIH（米国立衛生研究所）や CDC（米疾病予防管理センター）

の専門家の大多数――疫病学者、ウィルス学者、それにアメリカの保健政策を決定する医

師たち――が、いかに、実験的な COVIDｍRNAのワクチン接種を、自分自身は拒否しな

がら、メディアにはその安全性を主張しているかを、細かく説明している。 

https://banned.video/watch?id=60a1a0d01e79a42e3ee7945b 

 

 

［Greatchain 訳注］ 

  

ここに引用されているように、DPH（Connecticut Department of Public Health）の「ど

んな成分が COVID-19ワクチンに含まれているか？」という 2 つの説明書の、モデルナ・

ワクチンの方に、問題の SM-102 がある。（ファイザーの方にはない。）そこで、もう少し

これを調べてみると、別の Product Description（製品説明）に、次のような記述があった

ので、訳してみることにする：—— 

 

 SM-102 は、イオン化されたアミノ脂質で、脂質ナノ微粒子が形成するとき、他の脂質

と結合する形で利用されてきた。SM-102 を含んだ脂質ナノ微粒子の中の、ルシフェラ

ーゼ mRNA の、マウスへの投与は、hepatic ルシフェラーゼの形成を引き起こす。SM-

102 を含む分子構造は、ｍRNA を基本とするワクチンを作るための、脂質ナノ微粒子の

発達に、利用されてきた。 

 

 警告 この製品は人間や、獣医師用に使うことはできない。 
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ここで問題は「ルシフェラーゼ」で、これは「発光酵素」と訳されているようだが、この

Luciferase は、Lucifer＋ase である。これは明らかに、この記事の最初の 4 行が言ってい

るような、地球人口を削減しようとする者たちが、作らせ、命名したものであろう。 

 

日本政府が、昨日の決定で、ファイザーでも、アストラゼネカでもなく、モデルナを選ん

だのは、最初に言っている恐ろしい動機があるからだろうか？ まさか、それは考えられ

ないことだが、この世界の恐ろしい動きに、もし人々が全く鈍感だとしたら、気づいたら

そうなっていた、という可能性はありうる。これも言いたくないことだが、昨年末の秋の

叙勲に、ビル・ゲイツが文化功労者として選ばれたとき、私はドキリとした。しかしこれ

も、「特に深い意味はない」か、勘違いだと私は考えている。他者との付き合いは誤っても、

基本的に日本人が、Luciferに与することは、考えられないことである。 


